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創 刊 J 紙 .

蟹 刊 の 新 一

羊毛の新防蝕卿 言就て

毛練物の寄島に就て

-ヽ.._

~ 弟 _ニ 艶

尊宅皮革の寄島防除法~
∫

｢コイガ｣の生治虫に就て
｢号メ.マルカツヲブジムシ｣に_関する文献

羊毛防虫に閲すみ謂問題｢抄詳｣

第 主

1I

｢ヒメカツヲブムシ｣に就きて

｢｡テノIl/｣を主成分とせる-防蝕剤の効果

羊毛書曲之蝕害と紐皮との関係(節,7報)-

｢ヒメマ)し巧ツヲプシムシ｣成島の鵜架する
花に就きて . 1

第 一四 ′競 ∴
/ ノr,

衣本川｢クTZス｣の防虫防風加工

ーJ｢クロス｣の宇島｢ナミゴキブ1)Jに就きて

生総の血書防除に関する試臨
-Y_
｢イガ｣に就き;
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その捕殺の数巣に関する考察 (節=報) 阿 ′･山 田 保 治

､ 同 谷 口 久 代
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･編 鞘 後 記

食提問題のやかましい折柄.屯象の駆除に.権謀土を川ひての､武居.野良爾氏の研究報昔

第一報を登載し得たことは署びに堰へない｡貯米事故のĵI克郎よ敬象である,此韮嬰な零点の馬路

除として､従氷行なほれて来た方法は､二硫化-Bj素と｢クTI-ルビ'91)ン｣を用ひての礎瓦斯煩

茶で.何づれも大洗貯蔵の倉掛 こ賓虫が豊生した時に行なはれる方法である｡敬具は覇者であ

るが.一般家庭での茸行はむづかしい.又､余そよ今年4月下旬から7月下旬迄の3ケ 月間.英.

次を用ひて数象駆除の/ト琴陵を試みたが､此威緋も極めて艮結苑を柑た｡珪藻土､英次,･相方

共に.倉掛 こ限らず,岱かな米の場合でも.頂f削こ施行Fll氷るのであるが,魂に,穀象が米に

産卵した後のものでは其教典は砧いやうに思はれるから,まだまだ研究を重さねる必要がある｡
I

大部分を外国からの穐人に仰いで居た羊毛を加事する政 も大きな役割は宇島が務める｡此被
～

啓を如何にして軽減せしむるかは.吾乍に試せられた閉山であるが､之等の研究費料率琴める

のには仲 骨々が折れる｡一正時に常って,岐阜,W.多治見高等耳摺女塀校数論津田幸子氏から多く

の資韮な新 枠iE興せら丸､又,市郎昭 柳河南等女畢校教諭田中カズヱ氏からも､度々有益な参
tヽ

考資料を造って頂いた0両氏の御好意に封 し厚く感謝の意を次する.

1匹の畠が食べた払穴は小さいが,小は研って大をなす.今夏拭みた穀象張除茸陰の際.玄

米5合の中へ殻象の雄雌5組故飼して泣いて,英次をut=入した ものとの比較封照をして見た.
1

虎が,英次を混入しない5合の玄米の中で､5組の眺雌を政綱 して3ケ月後に.其中の成虫だ

けを故へて見たら. 1482匹と.云ふ篤くべき数に繁殖して居た､此一例を見ても轟の繁殖力の旺

盛さがわかると共に.小さな良と雄 も被字が大となることを注意しなければならぬ.

配給制庇になって物の有難さがわかり.純毛が手に入らなく.なって,小さな字血にも性悪す

るやうになった｡若しも吾々が此時局に際命しなかったら､p7:Lの物の市坪さを之程までに感 じ

なくて終ったかも知れぬ｡衷師 こ感謝の念が沸いて氷る.

肥料として重用せられて居る英次が,粒象防除に投立つことがわかった.俳かの米なら火鉢

の次で事は足りる二一本の朽藁,-投句の次と椛 も.粗末には川氷ない､と共に､どのやうな

小さな払零でも.匝忠を排って,茨仰の確保に勤めなければならなぬ､斯 うした吾 の々仕郡が､

防払報閥の一端ともならば望外の=;i?･ひである.(山田保治記)
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(昭和十二年土Jl十九日設立防可)･

由 ､甲

郡丁怖●木故人L､財閥沈入防瓜田塀耶死所 卜耶ス｡'

胡=伏 木法人-防曲科坪三関スノ赫 兜ヲ災醐シヨ(･記述ヲ問ルヲ以テrl的ト7.'｡

卯三価 木法人-前肢ノn的ヲ姓スル朽rc/和深ヲ行7｡.

- 湖 漁村堺二朋子ル研究老若-開放二封ジ初究群銀/交付o ■

= 防鹿科挙三関スル研究及調李｡
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_:-:I.:== ‡ 三 ‡ ≡ :-:-.I_:__=_== 17-_:::･LI,I:;-::
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JL~立 郎 京都帝国大鰐百計課長 : ･関 原一流 人 ,
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昭和十六年十=月三十｢日敢行
⑬ 定例 金 玉 拾 銭
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I
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･′i

費 捌 所 ･ .九ijir:株 式 竹赦東邦支店 .

東都Tfl河即 J血四樵上lV
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